
問　

全
国
大
会
な
ど
、
県
境

を
越
え
る
大
会
に
出
場
す
る

子
ど
も
た
ち
や
顧
問
等
へ
、

ケ
ア
が
で
き
て
い
る
か
。

答　

日
頃
か
ら
、
感
染
者
及

び
接
触
者
等
に
関
す
る
憶
測

は
慎
み
、
偏
見
、
差
別
や
誹

謗
中
傷
が
な
い
よ
う
最
大
限

の
配
慮
を
し
、
万
が
一
、
感

染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
適

切
な
声
か
け
を
行
い
、
丁
寧

に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
い

る
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す

る
な
ど
し
た
、
出
場
後
の
顧

問
に
対
す
る
健
康
観
察
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
つ
く
れ
な
い
か
。

答　

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
、
現

在
考
え
て
い
な
い
が
、
感
染

し
た
場
合
も
教
職
員
等
が
自

責
の
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ

う
、
対
応
し
て
い
く
。

適
正
な
管
理
で
住
み
や
す
い

環
境
を

問　

市
営
住
宅
の
入
居
待
ち

の
空
き
室
管
理
を
徹
底
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

日
頃
の
巡
回
で
確
認
し

た
改
善
点
や
、
入
居
者
等
か

ら
の
修
繕
依
頼
に
つ
い
て
、

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
指
導

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
園
管
理
に
つ
い
て

問　

生
理
の
貧
困
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
女
性
に
、
生

理
用
品
を
支
給
で
き
な
い

か
。

答　

先
行
自
治
体
の
状
況
等

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業

は
、
研
修
を
受
け
た
子
育
て

経
験
者
が
親
の
気
持
ち
を
受

け
止
め
、
共
に
家
事
や
外
出

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
あ
る
。
母
子
の
孤
立
化
を

防
ぎ
虐
待
防
止
に
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
支
援
が
必
要
な
家
庭

へ
は
、
育
児
相
談
や
家
庭
訪

問
等
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
調
査
研

究
を
行
な
っ
て
い
く
。

問　

学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

な
「
性
に
関
す
る
教
育
」
を

行
な
っ
て
い
る
か
。

答　

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、

心
身
の
発
育
・
健
康
、
性
感

染
症
等
の
予
防
な
ど
に
関
す

る
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
て

い
る
。

問　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
予
診
票
を
対
象
者
に

郵
送
し
て
は
ど
う
か
。

答　

国
が
積
極
的
勧
奨
を
控

え
て
い
る
の
で
郵
送
は
し
な

い
。

問　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
に
伴
い
、
飲
食
店
関
連
事

業
者
の
み
な
ら
ず
、
事
業
継

続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
事

業
者
が
増
加
し
て
い
る
。国
・

県
の
支
援
金
事
業
を
補
填
す

る
内
容
で
、
市
独
自
の
支
援

金
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

国
の
支
援
金
事
業
や
今

後
の
県
の
支
援
策
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業

継
続
支
援
金
給
付
事
業
な
ど

事
業
継
続
に
必
要
な
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
は
適

切
に
な
さ
れ
て
い
る
か

問　

本
年
６
月
に
、
医
療
的

ケ
ア
児
支
援
法
が
成
立
し
、

国
や
自
治
体
の
責
務
が
明
記

さ
れ
、
保
育
所
や
学
校
の
支

援
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
市
の
医
療
的
ケ

ア
児
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

霧
島
市
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
の
医
療
的
ケ
ア
児

専
門
部
会
で
、
療
育
機
関
に

対
す
る
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
向
け

た
協
議
や
保
育
園
等
へ
の
就

園
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
課
題
解
決
に
向

け
た
適
切
な
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に

　

つ
い
て

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
の
審
査
結
果

德
田
　
修
和  

議
員

鈴
木 

て
る
み  

議
員

す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会

を
目
指
し
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
事
業
継
続

支
援
金
を
求
め
る

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

戸
別
収
集
は
で
き
な
い

か
。

答　

自
力
で
家
庭
ご
み
を
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
出

す
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
戸
別
収
集
の

具
体
的
な
検
討
に
至
っ
て
い

な
い
。

問　

地
域
と
共
生
社
会
の
推

進
で
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い

か
。

答　

要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
介
護
保
険
の
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
社
協

の
訪
問
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
、
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
、
日
常
生
活
全
般
の
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
。公
的

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な

い
高
齢
者
等
の
ゴ
ミ
出
し
な

ど
の
生
活
支
援
で
は
、
地
域

に
お
け
る
互
助
の
取
組
が
重

要
で
あ
り
、
受
け
手
と
担
い

手
の
関
係
性
の
構
築
と
仕
組

づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。現

在
、
本
市
の
社
協
に
お
い
て

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
、
地
域
の

支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
仕

組
づ
く
り
に
向
け
て
働
き
か

け
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
の
エ
リ
ア

拡
大
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
農
業
施
設
の
維
持
に
つ
い
て

有
村
　
隆
志  

議
員

高
齢
者
・障
が
い
者
の
ゴ
ミ

出
し
の
支
援
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

よ
り
安
心
で
き
る
学
校
生
活

の
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

仮
屋
　
国
治  

議
員

陳情審査報告 陳情書3件について、本会議での審議結果を掲載しています。
審議された結果は、提出者へ通知します。

陳情
第１号

鹿児島県教職員組合　霧島地域協議会
議長　片野坂　重浩

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

不
採
択

1　中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級に
ついて検討すること。
2　複式学級の基準を見直し、単式学級の児童生徒と同様に学習できるようにすること。
3　特別支援学級在籍児童生徒の人数を交流学級の在籍数としてもカウントすること。
4　鹿児島県で実施されている｢かごしまっ子｣すくすくプランなど国の基準を下回る｢学
級編成基準の弾力的運用｣の実施ができるよう加配の削減は行わないこと。

陳情
第２号

鹿児島県教職員組合　霧島地域協議会
議長　片野坂　重浩

義務教育費国庫負担制度負担率の堅持をはかるための、
2022年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

み
な
し
採
択

1　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費
国庫負担制度を堅持すること。

陳情
第３号

川内原発20年延長を考える会
提出代表者　福丸　摩理子

「川内原発20年運転期間延長」に伴う課題の調査・研究
と会議での議論および住民への情報提供を求める件 継

続
審
査1　貴議会で、川内原発の「20年運転期間延長」に伴う課題の調査・研究を早急に開始

し、議会での議論および市民への情報提供に取り組むこと。

お詫び

第63号５ページ上段4行目に誤りがありました。

誤　担任の古川先生　　正　担任の古市先生　　お詫びして訂正いたします。

議会だより（第63号）についてご質問をいただきました。貴重なご意見ありがとうございました。

いただいたご意見を参考に、今後とも分かりやすい議会だよりになるように努めてまいります。
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